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未来医療を切り拓く新しい治療戦略と、それを実現する革新的医療機器
の開発には、従来技術の応用では限界となっている。今こそ「新原理」、「新
発想」を基盤とした「創造的医工学」が必要なのである。この信念を背景に、
講演者はバイオ・ナノマイクロマシンと医用ロボティクス・メカトロニクスの新
分野を開拓してきた。素材から製作手法、設計、計測制御、医療応用まで、
一研究室で組織的な研究テーマ群を推進してきた。 

光エネルギーで駆動される世界最小数ミクロンのナノロボットハンド、電
気を用いず水圧で動く安全な多関節能動カテーテル、光で樹脂を硬化させ
立体的なマイクロ・ナノマシンを造りあげるマイクロナノ光造形法、分析と合
成の両者に対応したマイクロ化学デバイスの化学ＩＣチップ、深部臓器の遠
隔微細手術ロボットなど、新コンセプトと新原理工学に基づくユニークな研
究群を、ＰＣとビデオを使って平易に紹介する。 

さらに現在の医工連携ブームに左右されない真の医工融合研究と、融合
教育の戦略についても言及する。 
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